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１．研究計画の概要 
 貧毛類は湖沼に普遍的に出現する動物群
で，水深が大きな湖沼の深底部では唯一の底
生動物となることも多い。しかし，日本でそ
の種組成が解明されている湖沼は，いまだ一
部に限られている。本研究の目的は，日本列
島に分布する自然湖沼の深底部に出現する
貧毛類群集の組成を種レベルで把握するこ
とにある。これは，以下の 2 つの観点から進
められる。ひとつは，日本の湖沼生物の多様
性の全貌や生物地理学的背景を明らかにす
ることである。湖沼ごとに隔離された深底部
に成立する動物群集は，集水域の生物地理学
的特徴を反映していると予想される。日本列
島には成因や歴史の異なる多くの自然湖沼
が分布するため，種組成を相互に比較するこ
とによって，日本の淡水生物相の特徴や群集
の成立背景が浮かび上がると期待される。も
うひとつは，出現種と湖沼環境との関連を明
らかにする点である。多くの湖沼で種組成の
把握が行われることによって，湖沼環境と出
現種の対応が明瞭になり，貧毛類を湖沼環境
の指標として役立てることができると期待
される。 
  
２．研究の進捗状況 
 これまでの 3 年間で，南西日本を除く地域
に分布する 27 の淡水湖沼で調査を行った。
４つの湖沼を除くと，いずれもこれまで深底
部での貧毛類の種組成が不明だったため，調
査結果の多くはそれぞれの湖沼からの初め
ての記録となる。  
 北海道や東北地方の貧栄養カルデラ湖で
は貧毛類の組成が湖沼ごとに大きく異なっ
ており，複数の未記載種を含む興味深い種類

が多数得られている。この地域での共通種は
ロシア極東の河川上流域から記載されたイ
トミミズ科の一種 Rhyacodrilus komarovi だけ
であった。一方，北海道の湖沼では，アムー
ル川やカムチャッカ半島で知られる種類が
出現し，また，近くに位置する支笏湖と洞爺
湖での出現種に比較的共通種が多いなど，群
集構造の類似性と湖沼の地理的な位置の関
係が示唆された。これは，日本の貧栄養カル
デラ湖は，いずれも歴史が新しく，かつ山地
に位置するために集水域が狭いことに関係
していると考えられる。 
 一方，関東地方や中部地方の中〜富栄養湖
では，水深が大きく底層が貧酸素になる場合，
深底部ではほとんど例外なくイトミミズ
（Tubifex tubifex）が優占し，しばしば 10000m-2

個体を超えるような高密度になった。これに
対して，諏訪湖や霞ヶ浦のような浅い富栄養
湖ではイトミミズが全く出現しないことが
明らかになった。中〜富栄養湖での群集構造
の違いには，湖盆の地理的な位置よりも，温
度環境や湖底の酸素量を規定する湖水の栄
養状態の違いが大きく関係していると推測
された。 
 日本の湖沼で見られる深底部の貧毛類相の
違いは，湖盆の条件（生物地理学的な違いや
湖底の物理化学的環境など）と群集の遷移系
列の両方が反映されている可能性がある。つ
まり，湖底の酸素濃度が高い貧栄養湖の深底
部では，集水域のファウナのうちで冷水・貧
栄養の環境下で生息できる種群が低密度で
群集を形成し，富栄養化の進行などで湖底の
貧酸素化が進むと，貧酸素に対する耐性が高
い一部の種群に収れんするとともに密度が
増し，湖底の貧酸素化がさらに進むと群集が



壊滅すると考えられる。この点から，富栄養
化の進行に伴って引き起こされる深底部の
群集構造の変化は，湖水の性状や集水域の群
集構造を知ることで，ある程度予測できる可
能性がある。 
 
 これまでに出版した論文には，アジア地域
からの初めての記録となるゴンドワナ大陸
由来の Phreodrilidae 科の種類など，2 種の新
種記載を含んでいる。 
 当初計画していた日本の主要な湖沼の多
くはすでに調査を終え，採集された標本の 8
割程度は，すでに分類学的観察を終えている。
また，湖底環境との関連が明瞭になった種類
も多い。一方，得られた標本には所属不明の
種類も複数残っている。多くは，支笏湖のよ
うな，深い貧栄養湖から得られたもので，地
下水との関連を示す原始的な種類を含んで
いるため，生物地理学的に興味深い。これら
については継続して分類学的，系統学的検討
を進める必要がある。 
  
３．現在までの達成度 
 ② おおむね順調に進展している。 
 野外調査はおおむね予定通り進んでいる。
また，本研究に基づいて，これまでに 10 報
の論文を作成した。  
 
４．今後の研究の推進方策 
 まず，当初の予定どおり，平成 22 年度に，
中国地方と九州地方の湖沼で調査を行い，日
本列島の主要な自然湖沼の調査をいったん
終了する。ただし，特異な未記載種が採集さ
れている湖沼では，追加標本の確保のために，
補足的な調査を実施する。 
 これまでに得られた結果を整理して，日本
列島の湖沼深底部に生息する貧毛類のリス
トを作成する。出現種の構成を諸外国のファ
ウナと比較したり，湖盆の生物地理学的な位
置や地史と関連づけることによって，日本の
湖沼の貧毛類群集の特徴やその成立背景を
議論する。さらに，湖沼の栄養状態や湖底の
環境（水温や溶存酸素濃度など）との対応関
係から，湖沼環境と水生貧毛類の群集構造と
の関連を考察する。 
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